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下記の表は10Ωを規定値としてデータを取得したもので、施工場所によって抵抗値は異なります。
土質は一般的な真砂土で、接地単独工法は、∅14×1500連結式接地棒を使用し、
DSアースパイプシステムは∅19×1500を使用しています。

●打設棒は油圧用・電動用共に六角シャンク30mm
が使用できる工具で施工してください。一部の六角
シャンク30mmが使用できる工具でも打設棒と勘合
しないものがあります。詳しくは営業担当者にお問い
合わせください。

●打設棒・打設アダプタ・ホルダービットは一度使用す
ると一体化し分離できません。

●ブレイクアローは先端が鋭利なので、落下させたり
踏みつけると危険です。

●ＤＳアースパイプシステム・ビットアース工法は地中
深く打ち込みますので、事前に埋設物を確認してく
ださい。

●低減材にはピージェルをご使用ください。その他の
低減材では十分な効果が得られない可能性があり
ます。

●規定の手順に従って施工してください。事故の原因
となる可能性があります。

●DSアースパイプシステムで油圧工具を使用する場
合は工具のほかに油圧ユニットが必要になります。

●ビットアース工法で施工する場合はシャンク長さ
83cmのハンド削岩機と25ps以上のエアコンプレッ
サーが必要です。

●ビットアース工法では硬質な地盤での掘削が可能
ですが、軟質や粘土質な地盤では掘削が出来ない
場合があります。また、雨天の際には、トップビットが
すべり掘削作業が行えない場合もあります。

●製品の仕様は、改良の為予告なく変更される場合が
あります。

接地工法別抵抗値比較

※上記のフィールド実験上のデータは、同地質と思われる同質土壌での実験を行っていますが、データの対象となる接地極同士
の干渉を和らげるために、3mの間隔を置いて施工しています。その為、地中内環境の違いや地層の変化に数値が左右されてい
る可能性がありますので、あくまで参考データであり、性能を保証するものではありません。
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《 注意事項 》

噴霧器による水の噴霧作業

EG Earth（イージーアース）
高機能性樹脂を主成分とした接地抵抗低減材で、長期間土壌との電気接触を維持し、
接地抵抗値低減効果の継続が期待できます。

普通土、砂層など土質を問わず優れた接地抵抗低減効果を発揮します。

大幅な軽量化・少量化を実現し、可搬性・収容性が向上しました。
本製品と水のみを混合して使用できるため、作業時間や作業環境の管理は不要です。

土壌の汚染に係る環境基準（平成3年8月23日環境庁告示46号）

産業廃棄物に含まれる金属等の検出方法（昭和48年2月17日環境庁告示13号）

毒物及び劇物取締法

PRTR法

薬液注入工法による建設工事の施工に関する暫定指針について

EG-2020T

高機能性樹脂

白色粉体

ポリエチレン袋　NET　250g

固有抵抗値　1Ω・m以下

接地抵抗低減効果

型　　番

主  成  分

外　　観

荷　　姿

1 バケツなどの容器に水7～8リットルを用意し、
低減剤を水の中に投入します。

低減剤投入後、30秒間よく撹拌してください。
撹拌後3分程で流し込みが可能な状態となります。
（外気温による作業時間の調整は必要ありません。）

3
接地極の周囲を覆うように低減剤を接地箇所に投入してください。
低減剤を投入後、土を埋め戻してください。
（投入後すぐに埋め戻しても問題ありません。）

2

土質

普通

砂層

砂礫層

大地低効率（Ω・m）

100～500

500～2,000

2,000以上

低減率（％）

30以上

40以上

50以上

性　　能

環境性能

表中の各環境関連
法規に記載された
対象物質は含みま
せん。

使用方法

※実際のご使用時は、製品付属の「使用説明書」をよくお読みの上、正しくお使いください。
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